
第109期営業の中間ご報告
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ふるさと福井県とともに
地域のお客さまとともに成長する銀行を目指して「粘り強く」、

「たくましく」歩んでまいります。

取締役頭取
渡邉　健雄

取締役会長
三田村　俊文

　皆さま方には、平素より福邦銀行をお引き立ていただき誠にありがとうございます。
　このたび、株主の皆さま、ならびに地域のお客さまに、当行の活動実績や経営情報等の概要をまと
めました第109期 営業の中間ご報告「中間ミニディスクロージャー誌」を作成いたしましたので、ご
高覧賜れば幸いでございます。
　当行グループは、経営強化計画に基づく諸施策を確実に実践し取り組んでまいりました。引き続き

「地域密着の徹底による経営強化」を基本方針に、地域経済の活性化を通じて、「地域とともに成長す
る銀行」を目指してまいります。
　今後とも、変わらぬご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

平成28年12月

プロフィール（平成28年9月末現在／単体ベース）

目　次
ふるさと福井県とともに

プロフィール／経営理念・福邦の心

経営強化計画

●地域社会への貢献
私どもは幸せな人間生活と豊かな社会づくりに貢献すること
を銀行活動の使命とします。

●健全なる経営
銀行の発展は、地域社会への貢献の証しであり、私どもの存
在を可能とするため、より健全な経営に心がけます。

●活力ある職場
私どもが人間として尊厳を勝ちとるための練成の場として、明
るく活力ある職場づくりに努めます。

●至誠の心
信頼の絆と責任を自覚し、お客さまにまごころを尽くします。

●和の心
お互いの立場を理解し、喜びを分かち合う心を育てます。

●進取の心
変化に対応する熱意と挑戦する心を養います。

●共存共栄の心
お客さま第一に徹し、共存共栄の心で奉仕します。

福邦の心

名 称

本 店 所 在 地
創　　　 立
資 本 金
総 資 産

預　　　 金
貸　 出　 金
自己資本比率
店　 舗　 数
従 業 員 数

株式会社 福邦銀行
THE FUKUHO BANK,LTD.
福井市順化１丁目６番９号
昭和18年11月５日
73億円
4,483億円

4,208億円
3,040億円
9.00%（国内基準）
39カ店
527名

特集①

特集②

特集③

経営理念

特集① フェニックス通り支店 オープンしました！

特集② すべてのお客さまに快適なサービスを

業績ハイライト（単体）

中間財務諸表

株主の皆さまへ

特集③ 歴史あふれる街 勝山市
　　　 住んでよし、訪れてもよしの福井 再発見 第三弾

P１

P２

P３

P５

P７

P９

P１１

P１２

P１４
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地域経済活性化に向けた
具体的な取組み

■ 成長分野に対する取組み強化
■ 課題解決型提案営業の深化・

本業支援の強化
■ 企業の成長ステージを

フルサポートする商品
ラインナップの充実

■ 法人営業マイスターの計画的育成
■ 個人向け取引の強化 等

一歩、一歩、確実にお客さまとともに
当行は「地域密着の徹底による経営強化」を掲げ、「課題解決型提案営業」の深化により中小規模事業者か
ら「頼られる銀行」となること、またお客さま目線の金融・情報提供サービスを通じて、企業・家計の経
済活動を支援すること、この事業性取引と個人取引(リテール)を地域経済の活性化のための両輪として捉
え、「地域のお客さまとともに成長する銀行」を目指す銀行像として掲げ、展開してまいります。

■ 電子稟議システムの導入による
融資事務フローの抜本的見直し

■ 営業活動時間の創出に向けた
事務改善

■ 経費削減 等

収益力
の強化

■ 営業店運営の効率化
■ 営業店運営力の強化
■ 渉外評価体系の見直し
■ 若手行員の計画的育成
■ 女性行員の活躍推進 等

「 経 営 強  化 計 画 」(平成26年4月〜平成29年3月)

地域経済活性化

業務の
効率化

組織力
の発揮

頼られる
銀行

個人
取引

事業性
取引

「頼られる銀行」
「課題解決型提案営業の深化」

「地域のお客さまと
ともに成長する銀行」
お客さま目線での金融・

情報提供による
地域経済活動支援

目指す
銀行像

地域経済活
性

化
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特 集

1

福井市内の営業体制を強化するとともに店舗機能の充実を図るため、「フェニックス
通り支店」を新設いたしました。また、松本支店および幾久支店は、永年、近隣地
域の皆さまのご愛顧をいただき営業してまいりましたが、さらにお客さまの満足度
を高めるため、このたび「フェニックス通り支店」として新しく生まれ変わりました。

福井三菱●

松原病院●

明道中●

フェニックス　
プラザ●

●松本小

●西別院

田原町駅

道
鉄
井
福

えちぜん鉄道

N

西別院駅 まつもと町屋駅

●
高
陸
北

旧松本支店

旧幾久支店

至丸岡

至福井市街
山
勝
至

フェニックス通り支店
森林資源の有効活用と、環境保全に配慮した持続可能な森づくりを推進する福井県では、「一
企業一木質化」をスローガンとする新たな県産材活用プロジェクトを進めています。県産材
によるオフィス空間の木質化は、木材利用によるCO2固定量の増加によって、企業の社会
的責任である環境への配慮を実現します。当行ではこのプロジェクトに賛同し、フェニック
ス通り支店において県産材を使用しました。

1
□  プライバシーが

確保された全自動貸金庫
□ 通帳繰越機能付ATMコーナー

□ 広々としたロビー空間
□ キッズスペース

□ ご相談ブース
□ 広々としたお客さま駐車場

2

3

｜2016年11月21日 OPEN｜

県産材を
使用しました!!

一人ひとりが個性を発揮し、活躍できる環境を提供でき
るよう取組んでおります。また、女性ならではの細やか
な気配りでお客さまに信頼され、地域金融機関としてよ
り身近な銀行となれるよう親しまれる店舗作りに心がけ
ております。
今後も子育て中の女性行員が安心して働き続けられるよ
う、急な休暇にも対応できる体制作りにも取り組んでま
いります。フェニックス通り支店

支店長代理  坂本 有香

5 6
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本店営業部 預金課長 辻 久美子

快適なサービスを目指して特 集

2
福邦銀行では、お客さまにとってやさしい金融機関であるために、誰もが利用しやすい窓口
の実現と、お客さまとのコミュニケーションを図ります。

　高齢者や障がい者に対する接遇スキル
と知識向上のため、ユニバーサルサービ
ス研修会を実施いたしました。今回は、
各営業店の代表39名が受講し、平成28
年4月から施行された「障がい者差別解
消法」について、障がいを理由にサービ
スの提供などを拒否してはならないこと
や、どういった行動が合理的配慮になる
のかなど、窓口等における適切な応対に
努めるため、車いすや装具を使って体験
を行いました。
　今後も当行は、相手に寄り添ったサー
ビスを身につけることで、お客さまとの
円滑なコミュニケーション促進に努めて
まいります。

思いやりの心をはぐくむ  〜ユニバーサルサービス研修会の実施〜

▲車いす体験

▶高齢者疑似体験

●点字ブロック ●車いす対応記帳台
●多目的トイレ ●全自動貸金庫

参 加 行 員 の 声
あらゆるお客さまにとって、やさしい金融機関であること、また、店頭における利
便性向上を図るため、コミュニケーションボードや筆談シートなどを活用しな
がら、お客さま満足度を高めていきたいと思います。今後も、接客・接遇レベル
の向上を図り、お客さまの立場にあったサービスを心がけていきたいと思います。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

耳マーク・筆談ボード
筆談でお話しができるように、全営業
店に筆談ボードと耳マークを設置して
おります。また、音声が大きく聞こえ
る携帯助聴器も設置しております。

コミュニケーションボード
会話が不自由なお客さまのご用件を正確にお伺い 
いたします。

本店営業部（福井市）、フェニックス通り支店（福井市）、
春江支店（坂井市）、武生支店（越前市）、
敦賀支店（敦賀市）、小浜支店（小浜市）

多目的トイレ
お身体の不自由なお客さま
や、お子さま連れの方でも
安心してご利用できます。

音声ガイダンス機能付ATM
目の不自由なお客さまに、操作をスムーズに 
行っていただけるよう音声ガイダンス付ATM
を設置しております。ATM画面横に設置の電
話機型ハンドセットからナレーションを聞きな
がらボタン操作でご案内いたします。

設置場所

ご来店されたお客さまや地域の皆さまの
万一に備え、以下の6ヵ店にAED（自動体
外式除細動器）を設置しました。行職員
に対し迅速かつ適切に使用できるよう、操作方法や心肺蘇生
法など各地区の消防署協力のもと講習会を実施いたしました。

「福井県福祉のまちづくり条例」に則した
バリアフリー対応の建物

7 8
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特 集

3

勝山左義長の１週間前からまつり当日までの間、勝
山の街には色とりどりの短冊が飾られ、まつりムー
ドが一気に高まります。各町内を彩る赤・青・緑・
黄・白など、町内ごとに決められた３～４色の短冊
を道路上に吊り、まつりに賑いを添えています。

短冊

左義長本来の神事
「どんど焼き」

この「どんど焼き」は火の神を祀
り幸福を祈願し、災難除けを目的
としたものです。五穀豊穣と鎮火
を祈願しながら、この火で体を暖
め、餅を焼いて食べると無病息災
で、その年は健康であると言われ
ています。

勝山市の「左義長」は小笠原公入部以来300年以上の歴史を誇っており、
毎年小正月の行事として、旧暦の1月14日に行なわれていました。現
在は、2月の最終土曜、日曜に開催しています。勝山市街地の各町内に
12基の櫓を建て、その上で赤い長襦袢姿の大人たちが子供を交え、独
特のおどけ仕草で三味線、笛、鉦による軽快なテンポの囃子にのって
浮かれます。この様は全国で「勝山左義長」だけの特徴であり、人々
はこれを奇祭と呼んでいます。「勝山左義長まつり」は、奥越地方に春
を呼ぶ祭りと言われ、これを境に勝山に春の足音が聞こえてきます。

絵行燈
行燈には、世相風刺・
狂歌・行政・観光・駄
洒落を織り交ぜて庶民
の願望が描かれていま
す。江戸時代より始ま
り、 藩 主 が「 無 礼 講 」
として庶民の気持ちを、
古川柳や狂歌（滑稽を
詠んだ卑俗な短歌）に
託すことを許し、町内
の辻や櫓のまわりに絵
行燈が掛けられました。

明治16年（1883年）の史料に初め
て（路上）太鼓櫓と書かれています。
櫓は各町内ごとに建てる場所が決
められていました。櫓は、普段は
保管されていて、祭礼前日に組み
立てられました。櫓は当所どれだ
け建てられたかは不明です。明和
元年（1764年）に５か所で建てら
れ、以後その数は増えていきまし
た。現在は12基です。

櫓

当行と勝山市は、平成27年7月21日付にて、地方創生に向
けた包括的地域連携に関する協定書を締結いたしました。
本協定は、当行と勝山市が相互の人的・知的資源の活用を
図り、協働して事業を展開することにより、「まち・ひと・
しごと」の創生と地域経済の持続的好循環の確立に向けた
取組を戦略的に推し進めることを目的としております。

恐竜がテーマの国内最大級の博
物館で、全国から多くの人が足
を運ぶ人気スポットです。周辺
には化石発掘体験や実物大の動
く恐竜が棲む森なども整備され、
まさに恐竜ワールドのメッカと
なっています。

人々に恵みの水をもたらす白山は、
古くから信仰の対象でした。その
白山信仰の越前での拠点として、
養老元年（717年）に泰澄によって
開かれたと言われているのが白山
平泉寺です。

西日本最大級のビッグゲ
レンデ ｢スキージャム勝
山｣｡ 最長滑走距離5,800
メートル､ 3つのマウン
テンパークに多彩な12
コース｡ 眼下に広がる絶
景を眺めながら爽快な滑走
を楽しむことができます｡大大

K
A
T
S
U
Y
A
M
A

ジャージー牛乳は世界一濃厚で美味しい牛乳です。新鮮な
ジャージー牛乳から作られるバニラ香料さえ使わない無添
加ジャージーソフトクリームが人気!!!

◆ジャージーソフトクリーム

赤いかまぼこや三つ葉をのせた温かいご飯に出汁を
かけて、海苔やワサビを添えて食べる郷土料理。◆ボッカケ

100%地元産の蕎麦粉を使った手打ちそばに、
おろしを混ぜただしをかけて食するもの。

◆勝ち山おろしそば

見どころ
満載

①地域産業の振興と雇用の
　維持拡大に関すること
②まちづくりと地域経済の活性化に関すること
③若者の定住化とU・I ターンの促進に関すること
④子育て支援と次世代の人材育成に関すること
⑤その他、地域振興に関すること

連 携 事 項

第三弾
写真提供：勝山市

福井県無形民俗文化財指定
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科　　　　目 金　　　額
（ 資 産 の 部 ）
現 金 預 け 金 26,581
有 価 証 券 113,101
貸 出 金 304,371
外 国 為 替 832
そ の 他 資 産 2,391
有 形 固 定 資 産 4,489
無 形 固 定 資 産 358
繰 延 税 金 資 産 354
支 払 承 諾 見 返 643
貸 倒 引 当 金 △ 4,543
資 産 の 部 合 計 448,580
（ 負 債 の 部 ）
預 金 420,686
借 用 金 2,800
そ の 他 負 債 1,713
賞 与 引 当 金 256
退職給付に係る負債 1,044
役員退職慰労引当金 177
睡眠預金払戻損失引当金 58
利息返還損失引当金 0
偶 発 損 失 引 当 金 59
再評価に係る繰延税金負債 461
支 払 承 諾 643
負 債 の 部 合 計 427,901
（ 純 資 産 の 部 ）
資 本 金 7,300
資 本 剰 余 金 6,256
利 益 剰 余 金 6,151
自 己 株 式 △ 235
株主資本合計 19,472

その他有価証券評価差額金 648
土 地 再 評 価 差 額 金 850
退職給付に係る調整累計額 △ 291
その他の包括利益累計額合計 1,206
純 資 産 の 部 合 計 20,679
負債及び純資産の部合計 448,580

中間連結貸借対照表(平成28年９月30日現在) (単位：百万円)

科　　　　目 金　　　額
経 常 収 益 4,897

資 金 運 用 収 益 3,233

（う ち 貸 出 金 利 息） （ 2,298）

（うち有価証券利息配当金） （ 925）

役 務 取 引 等 収 益 536

そ の 他 業 務 収 益 629

そ の 他 経 常 収 益 497

経 常 費 用 4,196

資 金 調 達 費 用 136

（う ち 預 金 利 息） （ 129）

役 務 取 引 等 費 用 447

そ の 他 業 務 費 用 580

営 業 経 費 2,884

そ の 他 経 常 費 用 148

経 常 利 益 700

特 別 利 益 －

特 別 損 失 0

固 定 資 産 処 分 損 0

税金等調整前中間純利益 700

法人税、住民税及び事業税 75

法人税等調整額 84

法 人 税 等 合 計 160

中 間 純 利 益 540

非支配株主に帰属する中間純利益 －

親会社株主に帰属する中間純利益 540

(単位：百万円)中間連結損益計算書（平成28年4月1日から　）　平成28年9月30日まで

業績ハイライト(単体) 第109期中間連結財務諸表
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(単位：億円)

1,432
うち中小企業向け

1,433 1,445

3,040 3,026 3,033

0

1,000

2,000

3,000

4,000

平成26年9月期 平成27年9月期 平成28年9月期

(単位：億円)

8.92 8.56 9.00
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6

8

10

12

平成28年9月末平成28年3月末平成27年9月末

(単位：%)

703
1,019

1,568

0

500

1,000

1,500

2,000

平成26年9月期 平成27年9月期 平成28年9月期

(単位：百万円)

0

500

1,000

1,500

2,000

平成26年9月期 平成27年9月期 平成28年9月期

949

1,565

543

(単位：百万円)

276 百万円
(前年同期比 △524百万円)

コア業務純益

703 百万円
(前年同期比 △864百万円)

経常利益

543 百万円
(前年同期比 △１,022百万円)

中間純利益

4,265 億円
(前年同期比 +36億円)

預金平均残高

3,033 億円
(前年同期比 +7億円)

貸出金平均残高

9.00%
(前期比 +0.44%)

自己資本比率

11 12
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中間損益計算書
科　　　　目 金　　　額

経 常 収 益 4,845

資 金 運 用 収 益 3,226

（う ち 貸 出 金 利 息） （ 2,290）

（うち有価証券利息配当金） （ 925）

役 務 取 引 等 収 益 494

そ の 他 業 務 収 益 629

そ の 他 経 常 収 益 494

経 常 費 用 4,141

資 金 調 達 費 用 135

（う ち 預 金 利 息） （ 129）

役 務 取 引 等 費 用 433

そ の 他 業 務 費 用 580

営 業 経 費 2,850

そ の 他 経 常 費 用 142

経 常 利 益 703

特 別 利 益 －

特 別 損 失 0

固 定 資 産 処 分 損 0

税引前中間純利益 703

法人税、住民税及び事業税 75

法人税等調整額 84

法 人 税 等 合 計 159

中 間 純 利 益 543

科　　　　目 金　　　額
（ 資 産 の 部 ）
現 金 預 け 金 26,581
有 価 証 券 113,470
貸 出 金 304,097
外 国 為 替 832
そ の 他 資 産 1,971
有 形 固 定 資 産 4,489
無 形 固 定 資 産 358
繰 延 税 金 資 産 354
支 払 承 諾 見 返 643
貸 倒 引 当 金 △ 4,412
資 産 の 部 合 計 448,385
（ 負 債 の 部 ）
預 金 420,841
借 用 金 2,800
そ の 他 負 債 1,544
未 払 法 人 税 等 68
リ ー ス 債 務 135
資 産 除 去 債 務 47
そ の 他 の 負 債 1,293
賞 与 引 当 金 255
退 職 給 付 引 当 金 752
役員退職慰労引当金 177
睡眠預金払戻損失引当金 58
偶 発 損 失 引 当 金 59
再評価に係る繰延税金負債 461
支 払 承 諾 643
負 債 の 部 合 計 427,593
（ 純 資 産 の 部 ）
資 本 金 7,300
資 本 剰 余 金 6,256
資 本 準 備 金 6,256
利 益 剰 余 金 5,971
利 益 準 備 金 314
そ の 他 利 益 剰 余 金 5,656
繰 越 利 益 剰 余 金 5,656

自 己 株 式 △235
株主資本合計 19,292

その他有価証券評価差額金 648
土 地 再 評 価 差 額 金 850
評価・換算差額等合計 1,498

純 資 産 の 部 合 計 20,791
負債及び純資産の部合計 448,385

中間貸借対照表(平成28年９月30日現在) (単位：百万円) （平成28年4月1日から　）　平成28年9月30日まで

第109期中間財務諸表(単体)

株式のご案内

株主優待について

(単位：百万円)

株主の皆さまへ

１．事業年度
毎年４月１日から翌年３月31日までの１年といたします。

２．株主総会
定時株主総会は毎年４月１日から３ヵ月以内に招集し、臨時株主総会は、必要があるときにこれを招集いたします。

３．定時株主総会の基準日
定時株主総会の議決権の基準日は、毎年３月31日といたします。

４．剰余金の配当の基準日
期末配当の基準日は毎年３月31日といたします。中間配当を行う場合には、毎年９月30日を基準日といたします。

５．単元株式数
単元株式数は、1,000株といたします。

６．株式事務取扱場所
⑴株主名簿管理人　東京都中央区八重洲一丁目２番１号　みずほ信託銀行株式会社
⑵同事務取扱場所　東京都中央区八重洲一丁目２番１号　みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部
⑶郵便物送付先　〒168－8507　東京都杉並区和泉二丁目８番４号　みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

　（電話照会先）フリーダイヤル0120－288－324（ご利用時間 ９：00〜17：00 土・日・祝日を除く）
⑷同取次所
　みずほ信託銀行株式会社　全国各支店
　みずほ証券株式会社　本店、全国各支店および営業所
　株式会社福邦銀行　本店および各支店

７．公告方法
福井市において発行する福井新聞に掲載いたします。

　平成28年３月31日現在の１単元（1,000株）以上保有の株主様に次の株主優待を実施しております。
金利上乗せ定期預金

ご利用期間 平成28年７月１日〜平成29年６月30日
13 14
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ふくほうのシンボルマーク
グリーンの三角は地域の発展を示し、白とグリーンで円を描いている部分は、
皆様と当行のふれあいを表しております。この三角と円のハーモニーによっ
て全体にイメージされる「Ｆ」のデザインは、地域と皆様の繁栄に貢献し、
未来永久に幸せをもたらしていきたいという当行の決意を示しております。

発行／平成28年12月
編集／株式会社 福邦銀行 企画部
〒910-0023  福井市順化1-6-9
TEL／0776-21-2500（代表）
http://www.fukuho.co.jp

発行／平成28年12月
編集／株式会社 福邦銀行 企画部
〒910-0023  福井市順化1-6-9
TEL／0776-21-2500（代表）
http://www.fukuho.co.jp

「勝山左義長まつり」(勝山市)
小笠原公入部以来 300 年以上の歴史を
誇る「勝山左義長まつり」は、奥越地方
に春を呼ぶ祭りと言われ、これを境に勝
山に春の足音が聞こえてきます。
表紙の「どんど焼き」は、まつりで御神
体に招いた「歳徳神」を、五穀豊穣とと
もに鎮火を祈願しながら天に見送るとい
う左義長本来の神事です。
残り火で餅を焼いて食べると、その年は
無病息災であると言われています。
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